
疾患別にみる医薬品 　
わ
が
国
は
世
界
で
も
数
少
な
い
新
薬
を
創
出
す
る
国
で
あ
る
。
新
薬
開
発

に
は
膨
大
な
コ
ス
ト
と
時
間
を
有
し
、
そ
れ
で
も
製
品
と
し
て
世
に
姿
を
現

す
医
薬
品
は
ご
く
わ
ず
か
。
製
薬
企
業
は
限
り
な
く
小
さ
な
可
能
性
に
か

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
薬
品
を
生
み
出
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
医
薬
品
を
疾
患

別
に
見
る
。

中
枢
神
経
系
疾
患

不眠症治療剤のロゼレム
　

網
膜
疾
患

医薬品特集●●●●●

加
齢
黄
斑
変
性
に
新
薬
視
力
改
善
や
患
者
の
負
担
軽
減

治療剤市場拡大続くアルコール依存症新薬登場

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ２月２２日 金曜日 　　

　
国
内
の
眼
科
用
剤
は
２
０

１
１
年
度
で
市
場
規
模
が
約

２
５
５
０
億
円

薬
価
ベ
ー

ス

、
年
平
均
約
３
％
程
度

の
成
長
を
続
け
て
い
る
。
主

な
内
訳
は
、
緑
内
障
が
約
９

２
０
億
円
で
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
。
次
い
で
ド
ラ
イ
ア
イ
が

約
３
５
０
億
円
だ
。
た
だ
、

市
場
を
け
ん
引
し
て
い
る
の

は
網
膜
領
域
の
疾
患
だ
と
い

う
。
市
場
規
模
は
約
２
５
０

億
円
で
、

年
度
か
ら
の
年

平
均
成
長
率
が

・
４
％
。

こ
の
伸
び
が
眼
科
用
剤
市
場

の
成
長
を
け
ん
引
し
て
い

る
。

　
網
膜
疾
患
領
域
の
中
で
も

特
に
注
目
さ
れ
る
疾
患
が
、

加
齢
黄
斑
変
性
。

年
か
ら

新
薬
が
続
け
て
発
売
さ
れ
、

治
療
満
足
度
が
向
上
す
る
と

期
待
さ
れ
る
。

　
加
齢
黄
斑
変
性
は
、
加
齢

に
よ
っ
て
起
き
る
病
気
と
さ

れ
る
。
症
状
は
、
視
界
の
中

心
が
暗
く
な
っ
た
り
欠
け
た

り
す
る
、
視
力
が
低
下
す

る
、
視
界
が
ゆ
が
ん
で
見
え

る
と
い
っ
た
も
の
で
、
失
明

の
恐
れ
が
あ
る
深
刻
な
疾

患
。
加
齢
黄
斑
変
性
は

滲
出
型
と
萎
縮
型
の
２
種

し
ん
し
ゅ
つ

類
が
あ
り
、
日
本
人
は
滲
出

型
が
約
９
割
と
多
い
。
網
膜

の
黄
斑
部
と
い
う
場
所
に
老

廃
物
が
た
ま
っ
て
炎
症
が
起

き
、
血
管
内
皮
増
殖
因
子

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ

と
い
う
物
質

が
分
泌
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ

り
血
管
と
浮
腫
が
で
き
、
組

織
が
変
性
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
患
者
数
は
推
計

万
人
。
未
治
療
の
患
者
が
多

く
、
治
療
し
て
い
る
患
者
は

約
４
万
人
と
さ
れ
る
。

　
滲
出
型
加
齢
黄
斑
変
性
の

治
療
は
２
０
０
０
年
代
前
半

ま
で
レ
ー
ザ
ー
で
患
部
を
焼

く
な
ど
、
進
行
を
抑
え
る
治

療
し
か
な
か
っ
た
。
だ
が
、

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
の
働
き
を
阻
害
す

る
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
剤
の
登
場

で
、
視
力
を
改
善
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
っ
た
。
定
期
的

に
眼
球
の
硝
子
体
内
へ
直
接

注
射
す
る
。

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
が
国
内
で

年
に
投
入
し
た
「
マ
ク
ジ
ェ

ン
」
は
、
最
初
の
核
酸
医
薬

品
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
核

酸
医
薬
品
と
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
や

リ
ボ
核
酸

Ｒ
Ｎ
Ａ

な
ど

の
遺
伝
子
情
報
を
持
っ
た
高

分
子
を
人
工
的
に
作
り
、
病

気
に
関
わ
る
細
胞
の
遺
伝
子

や
た
ん
ぱ
く
質
に
直
接
働
き

か
け
る
こ
と
で
病
気
を
治
そ

う
と
い
う
技
術
を
使
っ
た
医

薬
品
。
い
ま
ま
で
の
低
分
子

薬
や
、
免
疫
機
構
を
使
っ
た

抗
体
医
薬
に
続
く
新
た
な
創

薬
技
術
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ

が

年
に
発
売
し
た
「
ル
セ

ン
テ
ィ
ス
」
は
、
治
療
の
第

一
選
択
薬
と
な
っ
て
い
る
。

投
与
は
月
１
回
が
原
則
。
だ

が
、
薬
価
が
１
バ
イ
ア
ル
当

た
り

万
６
２
３
５
円
と
高

価
な
た
め
、
患
者
の
経
済
的

負
担
が
大
き
い
。
医
療
機
関

側
も
毎
月
行
わ
れ
る
眼
球
へ

の
注
射
の
負
担
が
あ
る
。

　
バ
イ
エ
ル
薬
品
と
参
天
製

薬
が

年
に
発
売
し
た
「
ア

イ
リ
ー
ア
」
は
、
薬
価
が
１

バ
イ
ア
ル
当
た
り

万
９
２

８
９
円
。
た
だ
、
通
常
二
カ

月
に
１
回
の
投
与
で
既
存
薬

と
同
等
の
効
果
を
発
揮
す
る

の
で
、
患
者
の
経
済
的
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
と
の
期
待
が

大
き
い
。

　
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
剤
に
よ
っ
て

視
力
の
改
善
が
期
待
で
き
る

な
ど
、
治
療
が
変
わ
っ
て
き

た
。
た
だ
、
対
症
療
法
で
あ

る
た
め
根
治
は
で
き
ず
、
継

続
し
て
投
与
し
な
い
と
い
け

な
い
。
根
治
に
向
け
て
、

年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学

賞
を
受
賞
し
て
話
題
に
な
っ

た
京
都
大
学
山
中
伸
弥
教
授

が
生
み
出
し
た
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞

万
能
細
胞

を
使
っ

て
、
網
膜
色
素
上
皮
を
人
工

的
に
作
る
と
い
う
再
生
医
療

に
よ
る
試
み
も
進
ん
で
い

る
。

　
中
枢
神
経
系
疾
患
領
域
の

中
で
は
う
つ
病
、
不
眠
症
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
い
っ

た
疾
患
領
域
の
国
内
市
場
が

拡
大
し
て
い
る
。

　
富
士
経
済
の
調
べ
に
よ
る

と
、
抗
う
つ
剤
、
不
眠
症
治

療
剤
、
統
合
失
調
症
治
療
剤

と
い
っ
た
中
枢
神
経
領
域
治

療
剤

認
知
症
治
療
剤
を
除

く

市
場
は
、
２
０
１
１
年

で
５
１
４
３
億
円
だ
っ
た
。

前
年
比
で
は
７
・
３
％
増
。

景
気
低
迷
に
よ
る
社
会
情
勢

の
厳
し
さ
と
、
疾
患
啓
発
の

高
ま
り
に
よ
り
精
神
疾
患
で

医
療
機
関
に
か
か
る
人
口
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

成
長
の
背
景
に
あ
る
。
特
に

抗
う
つ
剤
や
統
合
失
調
症
治

療
剤
の
成
長
が
市
場
拡
大
の

け
ん
引
役
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
期
的
に
も
こ
れ
ら
の
薬

剤
が
成
長
し
、

年
の
市
場

規
模
予
測
は
６
６
７
８
億

円
。

年
比

・
８
％
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
一

要
因
と
し
て
、
高
齢
化
が
挙

げ
ら
れ
る
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
て
ん
か
ん
、
睡
眠
障
害

な
ど
は
高
齢
者
の
罹
患
率
が

り
か
ん

高
い
こ
と
が
理
由
だ
。

　
抗
う
つ
剤
は
こ
こ

年
で

２
０
０
億
円
規
模
か
ら
急
成

長
し
、
現
状
は
１
３
０
０
億

円
超
市
場
と
さ
れ
る
。
グ
ラ

ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
の

選
択
的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
り

込
み
阻
害
剤

Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ

「
パ
キ
シ
ル
」
が
発
売
さ
れ

て
か
ら
成
長
カ
ー
ブ
が
急
上

昇
を
描
い
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の

競
合
薬
が
あ
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｓ

Ｒ
Ｉ
よ
り
短
時
間
で
効
果
を

発
揮
す
る
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
作
動
性
・
特
異
的
セ
ロ
ト

ニ
ン
作
動
性
抗
う
つ
剤

Ｎ

ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ

と
呼
ば
れ
る
Ｍ

ｅ
ｉ
ｊ
ｉ
Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ａ
フ
ァ

ル
マ
／
Ｍ
Ｓ
Ｄ
の
「
リ
フ
レ

ッ
ク
ス
／
レ
メ
ロ
ン
」
、
セ

ロ
ト
ニ
ン
・
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
剤

Ｓ
Ｎ
Ｒ
Ｉ

と
呼
ば
れ
る

旭
化
成
フ
ァ
ー
マ
／
ヤ
ン
セ

ン
フ
ァ
ー
マ
の
「
ト
レ
ド
ミ

ン
」
な
ど
が
あ
り
、
競
争
が

激
し
い
。

　
日
本
で
不
眠
症
に
悩
む
人

は
潜
在
患
者
を
含
め
て
４
人

か
ら
５
人
に
１
人
と
推
定
さ

れ
、
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
不
眠
症
治
療
剤

の
服
用
者
は
７
０
０
万
―
８

０
０
万
人
と
少
な
い
。
疼
痛

と
う
つ
う

や
が
ん
な
ど
の
ほ
か
、
精
神

疾
患
の
患
者
に
多
い
。
う
つ

病
の
患
者
は
８
割
が
不
眠
症

と
さ
れ
、
因
果
関
係
も
深
い

と
見
ら
れ
て
い
る
。
治
療
の

重
要
性
を
唱
え
る
こ
と
が
必

要
だ
。

　
不
眠
症
治
療
剤
の
国
内
市

場
規
模
は

年
に
約
８
３
０

億
円
で
、
毎
年
成
長
し
て
い

る
。
エ
ー
ザ
イ
は
寝
付
け
な

い
入
眠
障
害
や
、
途
中
で
起

き
て
し
ま
う
中
途
覚
醒
に
有

効
な
「
ル
ネ
ス
タ
」
を

年

に
発
売
し
た
。
そ
の
ほ
か
ア

ス
テ
ラ
ス
製
薬
と
サ
ノ
フ
ィ

が
共
同
販
促
す
る
「
マ
イ
ス

リ
ー
」
や
、
武
田
薬
品
工
業

の
「
ロ
ゼ
レ
ム
」
な
ど
、
競

合
が
多
い
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
新

た
な
治
療
剤
に
も
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。
日
本
新
薬
は

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者
の

断
酒
維
持
補
助
剤
の
製
造
販

売
承
認
を
厚
生
労
働
省
に
申

請
中
で
、

年
３
月
に
も
承

認
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
「
レ

グ
テ
ク
ト
」
の
商
品
名
で
、

５
月
の
発
売
を
見
込
む
。
欧

米
な
ど
約

カ
国
で
は
す
で

に
販
売
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
は

年
に
同
社
が
厚
労
省

か
ら
要
請
を
受
け
開
発
を
進

め
て
き
た
。

　
同
剤
は
中
枢
神
経
系
に
作

用
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に

よ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
作
動
性

神
経
の
興
奮
状
態
を
抑
え
る

こ
と
で
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

患
者
の
飲
酒
に
対
す
る
欲
求

を
抑
制
す
る
。
服
用
後
に
飲

酒
す
る
と
吐
き
気
や
頭
痛
な

ど
を
引
き
起
こ
し
て
断
酒
に

つ
な
げ
る
従
来
の
抗
酒
薬
と

は
異
な
る
作
用
機
序
を
持
つ

点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の

精
神
療
法
や
自
助
グ
ル
ー
プ

へ
の
参
加
と
い
っ
た
心
理
社

会
的
治
療
と
併
せ
、
同
剤
が

使
わ
れ
る
見
込
み
。
国
内
の

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者
は

約

万
人
と
さ
れ
る
が
、
実

際
の
受
診
者
は
そ
の
５
％
程

度
の
約
４
万
人
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
。
同
社
は
薬
の
普
及

と
合
わ
せ
て
同
依
存
症
の
症

状
を
啓
発
し
、
専
門
治
療
施

設
に
薬
の
適
正
使
用
情
報
を

提
供
す
る
な
ど
正
し
い
理
解

を
促
す
社
会
的
活
動
に
力
を

入
れ
る
。


